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各種開発技術の進歩にはめざましい ものがあ り、一夜 に して山を削 り、谷 を埋

め尽す ことも不可能 ではないとい う現代、一方では生活環境の悪化 とともに自然

保護の必要性が さけばれ、埋蔵文化財 について も社会的な関心が高 まってまい り

ました。

桜井谷窯跡群 については、大正 4年 笠井新也氏によって “摂津桜井谷製陶遺跡
"

として紹介 されて以来60年 を経過 しました。 この間における桜井谷地域の変化 は、

非常 に大 きなものであ り、これに ともなって数 多 く知 られていた窯跡 は激減 して

数イ固所 を確認す るのみ となって しまいました。

この ような現状の中で今 回、 日本住宅公団により北豊 中団地が建設 されること

とな り、同公団 と大阪府教育委員会・豊 中市教育委員会の間で長年 にわたる協議

が行 なわれて まい りました。 この結果 、北豊中国地内に含 まれ る 2個 所 3基 の窯

跡 は保存 されることにな り、本調査 を実施することがで きました。

今回の調査 につ いては、 日本住宅公団・大阪府教育委員会・豊 中市教育委員会

の援助の もとに、調査 を補助 していただいた方々および多 くの学生諸君の協力 に

より、無事終了す ることができました。 ここに記 して感謝の意 を表 します。

昭和52年 3月

桜井谷窯跡群発掘調査団

団 長  鳥 越 憲 二 郎

にめは





1.本 冊子は、日本住宅公団北豊中国地建設にともなう埋蔵文化財確認調査の報告である。

2.本確認調査は、日本住宅公団より桜井谷窯跡群発掘調査団が委託 を受けて実施 したも

のである。
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3.本 冊子の作成については、Ⅲ-1及び 2を 三宅が、Ⅳ出土遺物一覧表 を厚美が、その

他 を島田が執筆 し、鳥越・瀬川が稿正 した。図版の作成には、島田 。厚美・橋本があた

った。

4.調 査の進行および出土遺物の考察について、藤澤一夫先生 (四天王寺女子大学教授・

豊中市文化財保護委員)・ 藤井直正氏 (大手前女子大学講師)よ り指導および助言を受

けた。

5.調 査の実施にあたり、東海興業北豊中作業所の協力を得、中でも所長宮内宏忠氏より

多大の援助 を受けた。

6.調 査についての事務処理 には、日本住宅公団関西支社団地住宅オ四課計画オー係長橋
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れた。

7.調 査終了地域については、北豊中国地内に 2個所の保存緑地帯 として保存処置がとら

れている。
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の 経 過

今回の窯跡発掘調査の経過 は昭和46年 にはじまる。昭和46年 8月 13日 、日本住宅公団関

西支社 より大阪府教育委員会あてに、北豊中団地建設にともなう用地買収・計画立案 につ

いて予定地内における埋蔵文化財の分布確認の依頼書が提出された。 この依頼にもとづい

て、大阪府教育委員会は豊中市教育委員会立会のもとに、周知の遺跡についての現地確認

を行 なった。予定地内に含まれる遺跡は、この付近全体が桜井谷窯跡群 の分布地域に含まれ

ることから、このうちの19地′ミ・24地′ミの窯跡である。大阪府教育委員会は、この結果に

もとづいて昭和46年 8月 30日 付の書類 をもってこの窯跡地点の保存についての報告を行 な

った。

日本住宅公団北豊中団地については、その後建設のための準備が進められ、昭和51年 4

月になってマスタープランが決定され、豊中市教育委員会に提出された。 このマスタープ

ランでは、用地内 2箇所の窯跡にともなう土器散布地 を保存緑地帯に含んで現状保存する

ことが明示 されていたが、その保存方法については多少の問題があった。すなわち2-19

窯跡では斜面前面の灰原部分がかなり埋め立てられること、 2-24窯跡では斜面前面が削

り取 られるためにもとの地形が変更されてしまうことや、後方道路が接近 しす ぎているこ

となどである。 このような状態の中で協議 を進めた結果、両窯跡は窯体部 と前面の地形を

極力保存することとし、下方に分布する灰原の記録 と窯体部の位置確認のための発掘調査

を実施することになった。

調査前の経過 は以上のようであるが、昭和51年 9月 20日 、発掘用の諸機材 を搬入 し、同

11月 10日 までに発掘調査および調査イ固所の埋めもどしを行 ない調査 を終了した。

2-24窯跡については、後方道路の接近問題が残ってお り、調査中も協議 を進めた。発

掘調査によって窯体の保存状態が当初予想 した以上に良好なこともあり、後方道路の位置

とは相入れない状態であることが確認された。

緑地帯の保存計画は窯跡上方の平担面を全体に 7m削 り落 とす大 きな変更であり、窯跡

地区は周 りの平担面に島状 に取 り残 された形 をとるものである。 このような状況であり、

保存地区の前面は自然地形の勾配 を保つが、後方は窯焼成部後端から垂直の落差 をもって

道路面 となり、将来への保存を考えれば土砂流失によって窯体の露出ということも憂慮さ

れる状態である。 しかし、協議 においては良い結果が得 られず、道路 ヨウ壁の積上げなど

の設計変更を取 り付け、窯体の一部を切 り落 とす不運な調査 を実施することとなった。調査

I調
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は2-24窯 跡C地区窯体部後方1.5mを切 り落 とすもので、昭和52年 3月 8日 から12日 まで

の 5日 間に実施 した。

以下調査細 目については、各窯跡の項で日誌をもって記録する。

H窯 跡 の 位 置

桜井谷は幅約500mの 大 きな谷であ り、窯跡群 はこの谷の両岸約 3 kmに わたって豊中 。箕

面市に続いて分布 している。東岸に位置する 2-19・ 2-19-2・ 2-24窯跡はこの群内

でも北部 にある。標高70mの段丘面 を切 りこむ夫婦池支谷は幅約80mの 谷で、窯 はこの谷

の出回の主谷に面 した両端突出部の地形を利用 して築かれている。同じ段丘斜面 を利用 し

て築かれた窯であることから、これらの窯 は標高65m前後の等高線上に位置 している。

!ティ＼ユ

./■ ,

第 1図 窯 跡 の 位 置

測'■ド
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HI調 査 の 記 金

2-19窯跡

調 査 日 誌 抜 す い

9月 20日 機材搬入。住宅公団・豊中市教育委員会・調査団 。東海興業の4者 による現地

確認を行 なう。

9月 21日 調査地区の立木伐採開亀 台風M号による地山崩壊部に露出した窯体を記録する。

9月 24日 ～26日 灰原の露出断面の調査。窯体の規模確認のため三ヶ所にトレンチを設定

する。

9月 27日 灰原の範囲内の立木伐採を行ない、灰原調査のための地酷 J(2m× 2m)を行なう。

9月 29日 灰原断面の実測を行なう。

10月 1日  間壁忠彦氏見学。

10月 4日  2-19-2窯 跡の残存状況を調査 し、遺物を検出する。

10月 5日 ～7日  2-19-2窯 跡の規模を確認するためにトレンチを設定 したが、すでに

大部分が崩壊 しており、確認できなかった。

10月 10日 ～15日  2-19窯跡は灰原の調査を続行、灰原の縦断面の実測、写真撮影を行な

う。豊中―中生の応援。

10月 16日 斜面下水田にトレンチを設定 し、遺構の有無を確認する。遺構なし。灰原縦断

面の遺物堆積状況を記録する。藤澤一夫氏の助言を受ける。

10月 21日 ～24日 灰原調査終了。窯体

に トレンチを設定 し、横断面の実測

を4子 なう。

10月 25日 窯体全景の写真撮影を行なう。

10月 29日 ～ 2日  地形測量 を行 なう。

11月 3日 窯体の平面実測を行 なう。

11月 6日 ～ 9日 窯体の床および壁 を

断ち割 り窯体の構造 。構築法 を観察

し、断面実測を行 なう。

11月 11日 機材および出土遺物 を搬出

し、発掘現場作業を終了する。

-3-

第 2図 登り窯模式図



窯 の 構 造

標高約60～64mの 丘陵斜面に直交 し、E-5° 一Nを主軸 として構築 された窯である。調

査前すでに窯体が水路山側の断面に露出していたが、台風17号の影響で丘陵北側の一部が

大 きく崖状 にえぐりとられ、窯体前端の一部が崩壊 した。窯体は焚口・燃焼部の一部、ま

たこの前面の前庭部が斜面中腹を巡 る用水路敷設時に壊 されていた。天丼部・奥壁・煙道

部などは丘陵突端の頂上部に位置しているために、すでに失われていたが、窯体左右の壁

と床面が残存 してお り、ほぼ構築当初の規模や構築法などについての資料 を得 ることがで

きた。 これによると、残存長は床面主軸線上で約9.5m(斜面長)を計 る。付近 は松や雑木

林 となってお り、調査後は窯徐 とともに緑地 として保存されることになっているため、調

査はこの条件 にそった方法で実施 した。

前庭部・焚回はすべて壊 されているが、位置は推定することができる。
焚 口・燃焼部

それからみると燃焼部は約2.5m前後のものであると推定され、この幅は

前端 で約1.6mを測る。この付近の床面傾斜は15° ～16° である。燃焼部床面中央に、長径約

1.3m(推定)。 短径約1.Om(推定)。 深 さ20～ 30cmの 楕円形の舟底状 ピットを検出した。

このピットを断面で観察すると、上面は 2枚の床で閉されてお り、この下の床で開口して

いた状態であり、構築時から約 3枚の床面 までの時期にその機能 を有 していたものと考え

られ る。 またこの 内部 は一部で層 をなし、黒色の灰は混入せずすべて砂層で構成されて

いた。側壁は主軸線を中心にして、左右ほぼ対称であり、燃焼部の左側壁は全 く失われて

いる。側壁は還元層 (約10cm)と 酸化層 (約 10～ 20cm)か らなり、やや内傾 しているがし

っか りしている。窯壁は地山礫層を掘 りこんで、直接 スサ入 り粘土を貼 り付けてつ くった

もので、その表面には粘土 を貼つた際に付着 した指の痕跡がよく残っている。

焼成部床面残存長は約7.5mである。床幅は約1.5～ 1.8mで 中央部が
焼成部・ 煙道部

広 く、奥になるほど狭 くなっている。床の断面を観察すると5～ 7層

を数え、傾斜変換部においては 5層 、中央部で 6～ 7層 、奥部では 5層 にわかれているの

が確認された。最上面の床 は青灰色 に這元 して焼けているが、残存状態があまり良いとは

いえない。すなわち、わずかな断ち割 り方法による断面観察なので、床面の正確 な枚数は

はっきりしない。 しかしながら場所によって上記のような状況で分層 しているのが確認で

きたわけである。床面の焼け具合は奥の方ほど這元層が薄 く、全体にもろ くなっている。

傾斜変換部から中央にかけての床面は平面的にのび、傾斜角度は20° ～23° をはかる。 また
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第 3図  2-19窯 跡実測図
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その部分から奥壁にかけての床面はそり気味となり、その傾斜角度は13° ～16° である。 ま

た断面観察によると、床面は砂層 と黒色灰層が何層にも重なっている。 このことから、焼

成の度ごとか、あるいは何回かおきかに細かい礫 を含む砂 と、スサ入 り粘土を混ぜて床面

全体に敷 きつめて床 を補 4少 したものと考えられる。 しかし、これによって正確な火入れの

回数 を知 ることは難かしい。側壁はかなりよく残 ってお り、最 も残 りのよい部分では高 さ

約80cmを はかる。壁は焚口 。燃焼部 と同 じく還元層 (約 10cm)と 酸化層 (約10～ 20cm)か

らなり、還元部分はスサ入 り粘上の貼 り壁である。 また壁面のところどころに粘土を貼 り

付けた際の指の痕跡も認められた。側壁のところどころに検出した径 3 cm程 の珂ヽ ピットに

は、材木の炭化 したものらしい炭がつまってお り、天丼部 を構築する際の木組みの残痕で

はないかと考 えられた。なお、燃焼部 と焼成部の境界部の両側壁付近 では、少量の須恵器

片を検出 した。

煙道部については、すでに消失 してしまってお り、何 らの痕跡を認めることができず、

窯体の奥壁部が末面よりわずかながら高 く隅丸になって輪郭をとどめているにすぎなかっ

た。奥壁部から真す ぐ東上方約 lmの ところに、窯体南側の斜面に沿って 1本の排水濤が

設けられているのをわずかながら検出した。幅40～ 50cm・ 深 さ約20cmの 濤で窯体の保護を

B断面

責三

宛
60m

―�����―
的
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第 4図  2-19窯漸灰原断面図
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目的 として掘 られたものであると考えられる。

前庭部・焚口付近 と考 えられるところから、窯体主軸よりかなり右側
灰    原

に偏って、丘陵斜面の下方 に扇形に広がっている。灰原の範囲は丘陵裾

部の広 いところで南北7.5mで ある。層位は断面で観察するかぎり炭化層の厚さは厚 いとこ

ろで約70cm、 薄いところで約20cmで 、時期的な分層は認められず、したがって窯の使用期

間も短 いものと考えられる。調査以前に、丘陵中腹の斜面を削平 して作業小屋 を建設 して

いたらしく、その時すでに灰原の一部が削 りとられ断面に露出していた。 さらにもう一箇

所丘陵裾部 と水田との境の畦斜面に灰原の断面が露出していて、この付近で灰原はわずか

に水田地にもぐる様相 を示すと同時にほとんど終わってしまう。旧地形の丘陵斜面がもと

もと凹凸があり、自然に凹地に灰や遺物が推積 し灰原が形成されたようである。

2.2-19-2窯 跡
この窯は、2-19窯 と同丘陵に存在 し、約40m南寄 りの標高約59mに 立地する。 しかし、

ながら、窯壁らしき焼土と床面らしきもの、それらの真下方で厚さ約 l cmの 灰原のような

もの、および須恵器を検出したことにより、ようや く窯であること力■J明 したのであった

ため窯の規模や構造 を知 ることができなかった。 この付近はもと丘陵かもう少 し西

方へ舌状 に突 き出 し、登窯の構築 には最適 であったであろうということが地形実測によ

って明らかになった。 しかし地層が安定 していなかったため崖崩れがおこり、その時に窯

も壊れ、窯に残存していた須恵器も生焼けのまま埋まったものであろうと推察される。

以上のような結果から、2-19-2窯 は使用されていた最中に壊れた可能性も考えられる。

灰色粘土

第 G図  2-19-2窯跡遺物出土状態 第 7図  2-19-2窯 跡実測図



3.2-24窯 跡

調 査 日 誌 抜 す い

9月 27日 ～29日 窯体周辺部雑草 。雑木伐採。樹木は保存緑地帯のため残す。

9月 30日 l■ltt A・ BoC地 区の設定、A(地 )区・下方断面を削 り灰原の確認を行 なう。

約15m幅の広が9が認められる。B(地)区 。トレンチ掘りで窯体の一部を検出、灰原の

中心 より北にずれている。

10月 1日 ④曇 A区 ・灰原の地区割 (A-1～ A-8)を 行 なう。 B区・表土剰 ぎを行 なう。

10月 2日 tL)曇  A区 。豊中―中社会科 クラブメンバーにより表土千」ぎ(A-1・ A-2)、

B区・南半部の表土争Jぎ。窯体の輸郭を確認する。

10月 3日 lH)晴 A区 。A-1・ A-2表 土剖 ぎ。 B区・北半の表土象Jぎ。北半水路に面 し

て凹地があり厚さ30Cmの 灰原が認められる。

10月 4日 ⑪晴 A区・水路下方の提 をはずす。B区・窯体の輪郭を出し、一段掘 り下げ、

天丼落下状態 を記録する。

10月 6日 17kl C区・幅60cmの 2本の トレンチを設定。窯は上方へ伸びていることが確認さ

れた。上方 トレンチ(C-2)の 側壁は高さ10Cm位 の遺存状態である。

10月 7日 l■l C区・下方 トレンチ(C-1)を 掘 り下げる。遺存状態は良好であり、窯幅 2

m・ 側壁高80cmを はかる。 C-2を 拡張する。窯体は切れ、煙道部は遺存 していない。

10月 8日 6曇・時々雨 C区・C-2拡 張区の整備、午後遺物整理。

10月 10日 lBI B区 ・焚口部の調査 を行 なう。焚口部に黒色灰層が認められるため、十字畦

を残 し掘 り下げる。灰層は深さ10cmで焼土層 となり、この下 より大甕がまとまって出土

した。大甕の下はまた黒色灰層である。

10月 11日⑪ 灰原・床面の状態からみれば窯 は2重 あるいは3重 になっている可能性がある。

10月 12日明 A区・表土象Jぎ終了。灰原は窯体 との関係で分層する必要があるためA-2・

4・ 5・ 7に幅30cmの トレンチを掘 る。

10月 13日囚  A区・各 トレンチには灰原が認められるが、A-4ト レンチが履 も厚 い堆積

を示す。

10月 14日 い A区・A-7灰 原を掘 り下げる。分層は不可能である。

10月 15日④ B区・焚日の大甕の清掃 。写真撮影・実測。焚口前の灰原を トレンチ掘 りす

る。 2本の濤状の落ち込みがあり、前庭部が良好に遺存 している。
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10月 16日 ⑪ A区・灰原はA-3・ A-4で最 も厚 く堆積 しており、厚さ70cmを 越える部

分もある。B区・焚回の大甕は下層窯 (第 2号焦)に ともなうものである。焚口前の排水

濤はA-3・ 4方向に伸びている。

10月 18日 (月)B区 。大甕はさらに奥に続いている。

10月 19日∞ B区・焚口の南に凹地があり、濃い灰層の中に焼台に使ったと考えられる焼

け石がかなり含まれている。

10月 21日 l■l B区・焚口前は前庭部 となって扇形に広がる。この左右に凹地があり、左 右

対象の地形がみられる。

10月 22日④ A区・灰原がA-8・ 9に伸びる可能性があり、拡張 したが検出されなかっ

た。灰原は南側に多く、北側は凹地の部分に堆積 しているにすぎない。

10月 23日 tLI A区・灰原東西断面の実測。灰原は本日ですべて削り終わった。B区。実測図作成。

10月 24日 (日)A区 ・灰原の畦を取 りはずす。

10月 25日 (月)晴 B区・焚回の床面が不明瞭なため補足調査を行なう。C区・C-1断面図

作成。C-1で 第 1号窯床面 と第 2号窯床面の切 り合い個所が検出された。

10月 26日側晴 B区 。第 2号窯床面下の灰層は舟底状 ピットと考えられる。C区・実測完

了 。一菩Б埋めもどしを行 なう。

10月 27日 lkltt B区・断面図等実測図の

補足、年後全体の地形測量 を行 なう。

10月 31日 lB)実測図の補足を完了し、調

査 を終了する。

11月 10日 lkl 埋めもどし作業を行 なう。

窯 の 構 造

2-24窯跡の発掘調査は、窯体部の保存が決定 されているため、灰原部分の全面発掘 と

窯体部の位置の確認、その規模 と構築法についての資料 を得 る、という点に主眼を置いて

実施 した。 これらの主旨に添って発掘調査のために全体 を露出させた部分は、灰原斜面・

窯体部斜面・窯体部焚口5mと 煙道部付近 2mであり、雫体部中間部分は発掘 を行 なわず

に現況のまま保存処置をとった。

窯跡の所在する斜面下はもと水 田であり、現在 まで植木畑 として利用 されてきた。 この

第 8図  2-24窯跡後方切落断面

-9-



畑の山側は高さ約 lmの壁面 となってお り、この部分に須恵器・窯壁碗などを含む灰原が

露出している。 この壁面から斜面が 5mつづいて等高線方向に流れる幅約 lm・ 深さ約 1

mの農業用水路が掘 りこまれている。灰原は主 としてこの水路 と畑壁面の間の斜面にみら

れるもので、この地区をA地区 とした。 B地区とした部分は水路より上方の部分で、窯体

下半部 。前庭部などの検出された所である。 この斜面は25° ～30° のゆるやかなもので8m

つづいて、再び壁面 となり、この上方が平担面 となる。 B地区上方の平担面は畑 として利

用されていた所で、この部分 をC地区 とした。Bo C地区は窯体 を中心に調査 を行 なったた

め、地区割の細分は窯体の南・北程度の大 まかなものに止めた。A地区は灰原部分である

ため遺物の取 り上げの地区細分 を行 なった。 これは斜面に直交する2m間隔のもので南よ

りA-1・ A-2… …・A-8と した。 1区害1は 約10∬ となる。

窯は当初単純な構造を予想 して調査に入ったが、調査が進むにつれて複雑 な構造を有す

るものであることが半J明 した。すなわち古い下層窯の天丼落下後に新 らしい上層窯 を構築

したもので、 2面の床が検出された。 この上層の窯 を第 1号窯 とし、下層窯 を第 2号窯 と

して言己録 した。

上層第 1号窯の側壁は、第 2号窯の側壁 と重なっているため、窯の前端
第 1号 窯

である焚回の正確 な位置を判断することが困難であった。 しかし表上の除

去後す ぐに検出された黒色灰の分布状態・床面 と1貝J壁の状態 。イ民」壁の高さなどから、第 2

号窯の焚口 。前庭部が灰・焼土などで埋 まり、天丼落下後に焚口を約2.2m後方 (以下焚口

方向を前・煙道部方向を後 とする。)に移 して構築・使用されていたものと考 えられる。焚

回の部分の幅は1.15m、 この部分での側壁の現存高は50 cmで ある。側壁は第 2号窯側壁の

上方 に継 ぎ上げた状態であり、第 2号窯側壁逮元層の上に貼 り付けられた壁の厚みは約10

cmの ものである。

焚口からの発掘部分は距離 2m(水 平距離であらわす)あ り、この部分に横方向の トレ

ンチを設けた。 トレンチにあらわれた断面の側壁は10cmで 、このうち遠元層は 5 cmを はか

る。床面の還元層は 7 cm、 この下に第 2号天丼落下物が10cmの厚さで酸化層 を形成 してい

る。 この トレンチより前方は燃焼部 と考えられる所であるが、ほとんど水平に近 い角度で

あり、床面の状態は砂・月ヽ礫などを敷いたような締 りの悪いものである。

焼成部のほとんどは保存部分にあたるためその状態は不明であるが、煙道部に近 い焚口

より6.5mの C地区 トレンチでは幅 2m。 (則 壁現存高50cmを はかる。 この幅が焼成部の最大

幅であると考 えられる。発掘調査により検出した後端 は、第 2次調査により切 り落 とした
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1.7mで 、これ以後は床面・側壁 とも流失 してお り、奥壁および煙道部の状態は不明である。

後端部においても窯体幅は2mであり、煙道部 にかけて狭 くなる傾向は見 られないが、地

形の状態からみて煙道部に接 していた部分 と考えられる。

第 1号窯 に関する出土遺物は焚回の前の黒色灰層に若千含まれていたが、窯体床面上で

はほとんど検出されていない。

以上のように2-24第 1号窯の現状数値 は焚口より後端 まで9.5m。 前後端比高2.3m・

斜面距離10.5m。 焚口幅1,15m。 最大幅 2mの もので側壁は高いところで75cmを はかるも

のである。

C地 区

6■ ,s

的控

●0

δ′.3

第10図  2-24窯跡地形測量図
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第 2号窯は、第 1号窯の下層にみられる古ぃ時期の窯 である。 この窯体
第 2号 窯

の調査については、窯体保存を決定されている本窯跡で、第 1号窯 を掘 り

抜いてまで全体 を露出させることが望 ましい方策であるとは考えられないため、部分的な

トレンチにより全体の規模 。構築法などの資料 を得 ることにつ とめた。調査用の トレンチ

は、焚口右半部長 さ2.5mと 、窯体部横断 トレンチ 2本である。

第 1号窯の焚口と考えられる部分 より前方約2.2mに 第 2号窯の焚口がある。この部分で

の両窯床面の比高は70cmあ り、第 1号窯使用時には埋没 していたもので、良好な状態で保

存されている。高さ70cmで残っている側壁は右側で 2枚、左側で 3枚 を数え、焚田部分の

修理の多かったことを物語っている。壁の状態は赤褐色の酸化色 をもつもので、 1枚の厚

さは15～20cmを はか り、表面に l cm程度の還元層がみられる。後方窯徳部に近づ くにつれ

て還元層の厚みは増 し、4。 2m後方の トレンチでは約15cmの還元層 と20cmの 酸化層 となり良

〈焼け締っている。焚口右半部の トレンチでは第 2号窯の床面位以下に落ちこみがみられ

る。落ちこみの中は前庭部からつづ く黒色灰層が主に堆積 してお り、深 さ40cmで地山礫層

となる。良好な床還元層のみあたらないこの落ちこみは舟底状 ピットと考 えられる。焚口

前端幅は1.15mで少 しずつ幅 を増 しながら燃焼部・焼成部に続いているものと考えられる。

焚口前方には良好な形で前庭部が検出された。前庭部の形状 は、幅1.15mの焚口から前

方 に扇形に広がるもので、焚口から1.5mの 地点で幅 3mを はかる。平担面は焚口前方に 2

mつづ き灰原斜面 となるため、面積 は4.7m2程度のものであると考えられる。前庭部右端 に

そって幅30cn・ 深 さ30cmの濤状の落ちこみがみられる。 この落ちこみは焚回の舟底状 ピッ

トからつづいてお り、長 さ約 3mで灰原斜面に落ちるもので、排水の用 を果たしていたと

思われる。前底部には、これ とは別 に中央 に幅60cm。 長 さ2.5m・ 深 さ40cmの 落ちこみがみ

られるが、前端が斜面にまでいたっておらず、排水の機能 をもつとは考 えに くい。前庭部

左端 にも落ちこみがあるが、浅 く細いもので、濤 としての用途は考 えられない。 これらの

濤や落ちこみは、同時に併存 したと仮定 した場合には作業場 としての機能 を無 くさせるほ

ど接近 しているため、それぞれ別の時期 。別の機能 をもって掘 りこまれたものと考えられ

る。

前庭部の濤や落ちこみの上には厚 さ30cmの 黒色灰層がみられたが、これ らはその内部に

も充満 し、さらに落ちこみなどが続いている舟底状 ピットと考えられる部分にも及んで堆

積 していた。 この黒色灰層の上に、焚口と前庭部にかけて大型簑形土器が大 きな破片 とし

て横転、押 し壊 された状態で出土 した。 これ らは胴部下半の大半に複原され、同様な破片
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は焚日後方4.2mの トレンチ床面でも検出された。 また、これらの上器片の上には赤褐色 の

焼土や天丼などの崩壊土が直接堆積 していることからみて、第 2号窯はこれらの上器 を焼

成中に天丼部の落下によって崩壊 したのではないかと考えられた。 しかし焼成部 は保存処

置の配慮から部分的な調査にとどめたこともあり、結論 を得 るに至っていない。

焼成部については、上記 トレンチで幅約1.9mを はかる。床面の状態は良 く焼け締った還

元層である。 C地区 トレンチにおいて、第 1号窯 との間に切 り合いが認められた。すなわ

ち第 2号窯の床面を第 1号窯の床面が切 っているもので、第 1号窯の構築によって第 2号

窯焼成部上方お よび煙道部は断ち切 られたものである。

以上のように、第 2号窯は焚口より後方8.5mが遺存 してお り、現状 ではこの前後端比高

2m・ 斜面距離約9.lm・ 最大幅1.9mを はか り、当初 はこれより長 くつ くられていたもの

である。

灰原はA地区においてその大半 を占めてお り、一部がB地 区前庭部の南
灰   原

北で検出された。A地区斜面の下方壁面に露出 している灰原 は窯体主軸

に直交 して幅14mに わたって分布 している。最 も厚 く堆積 していたのは、主軸右寄 りのA
-3・ A-4地 区である。 この部分は、前庭部右端の排水濤の先端からつづ く灰原斜面が

大 きく凹地になってお り、同様な凹地は前庭部左側にもみられ、A-7地 区でも比較的厚

い灰層 を認めることができた。

2-24窯跡では窯体が 2重の構造になっているため、灰原についてもこれらを分層する

必要があるが、灰原の分層をおこなうに至 らなかった。かろうじて分層の実現 したところ

は焚口から前庭部にかけての灰層 と、A-3地 区の凹地底付近 に堆積 した一群の上器 を第

2号窯のもの として抽出したにすぎない。他の地区では灰層の上下 を別 ける程度の結果 と

なった。

第11図  2-24窯 跡 A地区灰原断面図

A地 区 東 西 断
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Ⅳ 出 土 遺 物

今回の調査における出土遺物は灰原の全面調査 を行なったため、かなりの量 となってい

る。これらの資料については大型簑類・小型のものでは杯蓋・身・高杯 。蕗・提瓶・平瓶

など各種のものが含 まれているが、特異な器形、また桜井谷窯跡群では初見のものなどがある。

2-24窯跡では第12図のものが出上している。当初破片の状態ではこの付近の窯跡で多

く出土する陶棺であると考 えられた。 しか し不安定な長方形のスカシをもつことや、家形

埴輪の高床張出 し部 を思わせる突出部のあることから異形のものであることがわかった。

破片の接合により現在判明 した形状は、平面形が長方形 または方形の直角の角 をもち、こ

の周囲に幅 8 cm・ 厚さ1.2 cmの床状張出 し部がつ くことである。長方形のスカシは、床状張

出 し部の下方に斜め下方からあけられたものである。外面張出 し部の上方はていねいな縦

方向のハケによる整形が施 こされ、下方は横位の手ナデによって仕上げている。各端部で

ある下端面 。下端外側面・張出し部外端面にはヘラケズリの痕が残る。内面は下方がナデ

の仕上げであり、上方部には同心円のタタキロが残 る。当初想定 した陶棺の場合は内部に

床および脚台がつ くが、この場合は埴輪状の空洞 となる。現在その上部の形状については

不明であるが、桜井谷で多 く出土する陶棺様の屋根 をもつのではないかと考えられる。 し

たがって用途 としても墳墓関係のものとなる可能性がつ よい。

2-19窯跡では導が出土 している。蜂は各面に平行 タタキ・同心円タタキ・ヘラケズリ

などの痕跡 を残すもので、須恵質に焼き締 まったものと、黄褐色のもの、計 3点が出土 し

第12図  2-24窯 Ltt出 土遣物
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ている。 2-25窯跡でも最近多 くの簿が出上 しているが、これらの使用先については確認

されていない。

硯が 2点 出上 している。円面硯で、 1点は下部の形状が不明であるが、1点 は直径14.3cm

の円面に 4本の脚がついている。その脚は簡単なもので、ヘラケパリなどにより仕上げて

いる。桜井谷窯跡群での硯の出土は 2-10窯跡で鹿島友治氏によって採集 された獣足 1点が

あったが、今回の出土品によって 2例 を追加 し、ほぼその製作年代 をとらえることができ

た。文字に関 した資料 として重要なものとされよう。

また直接の文字資料 として第15図129の資料が出土 している。杯身の底面にヘラ描きした

もので、「利」の字の崩 し字である。器形は杯の反転 したもので、この窯でも新 しい器形に

属するものである。この種の遺物 としては陶邑K M234号窯4泡らの出土品である陶棺への

作者名の記入例があるが、これらとともにヘラ記号文 との関連 も考慮される必要があろう。

ヘラ記号文については、 2-24・ 2-19各窯でも多く出土 している。整理作業は完了し

ていないが、下表のとおり、ほぼ各窯の比率 は示 しているもの と考 えられる。 この数

字によると各窯 とも上方 2例 が多く、他は非常に少なくなっている。また器種別の内容で

は、杯が大半を占めその他に提瓶・短頸壷・括鉢 。甕などがみられる。記号文はヘラによ

る直線の組み合わせのものが多いが、 2-19窯 にみられる(1)の みは曲線を混えたもので特

徴的である。

第19図 に示す鉄斧が出上 している。灰原直上の出土品であるが、ほぼ窯の時期にともな

うものと考えられる。

番

　

号

種
　
別

総
　
数

杯

杯 以 外 の器形
蓋 身

企
明

1 つ 7 7テイヘイ・短鑽 ノボ

2 I 20 4(1 0

3 × 1 0 0 2カ メ・テイヘイ

4 2 0 0 1高 杯

5 ‖ 1(1 0 0

6 trl 1 0 0 1 0

7 下リ 5 2テ イヘイ・スリバチ

合 計 88 44 20

2-19 窯跡ヘラ記号文一覧
()内 は新器種

番
　
号

種
　
別

総
　
数

杯

杯以外の器形
蓋 身

介
明

1 i 4 3 1 小型 カメ

2 11 2 6 0

3 × 3 1 1 ユ 0

4 ※ 2 2 0 0 0

5 ※ 1 0 1 0 0

6 /＼ 1 0 0 0 1 小型 カメ

7 ηヽリ 5 4 1 1

合 計 44 14

2-24 窯跡ヘラ記号支一覧
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第17図  2-19窯跡出土遺物

2-19-2窯跡では、大型器形として火消壺形土器(18-189)が出上している。この種の器

形としては中世に蔵骨器 として使用されたものを散見するが、これらの初源期の器形であろう。

灰原地区の全面調査により出土 した資料を概観すると、 2-24窯 と2-19窯のものでは

若千の時期差を有 している。 2-19窯では宝珠つまみをつける蓋形土器が多く出土 し、杯

身についても平底の器形が出土 している。これらは新 しい要素 をもつ器形であるが、2-
24窯 ではほとんどこの器形を含んでいない。また高杯についても新 しい要素である短 く退

化 した脚台をもつものが 2-19窯 に多くあり、脚台付の醒 も新 しい器形である。これらを

陶邑の編年に比定すると、 2-24窯 は第H期の終末期のものであり、 2-19窯 は一部第Ⅲ

期に入る時期のものとされる。

2-19-2窯の時期は、現在まで桜井谷窯跡群で確認されている窯の中では、最 も新 し

いものである。この窯の特徴は、第Ⅲ期 と第Ⅳ期をわける蓋のかえりの消失 したものと、

-20-



第18図  2-19-2窯 跡出土遺物

わずかに残存するものが含 まれていることであり、

この窯の時期 を第Ⅲ期 と第Ⅳ期の変化′ミ前後に比

定できる。 2-19-2窯 の検出により桜井谷窯跡

群の終末期 をとらえることができたが、群全体の

最盛期である 6世紀代の状況がこの窯の時期 まで

継続 していたかどうか疑間である。

2-24窯 については、上下に 2基の窯 を検出 し、

この上層のものを第 1号窯・下層のものを第 2号

窯 とした。灰原ではこれらの窯にともなう資料 を 蠅
弾

0            5。 m

-19窯跡出土遺物

＼ ツ
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2-24窯跡出土遺物一覧表
器

暑

上

巖
器 形 見所

1 杯  蓋
口径 12 8Cm。 器高 3 5Cm。 天丼部 と体部 を分 け る稜線 は消失。天丼部 はやや扁平。 口縁

部 は外方へ開 く。胎土 は砂粒 を含 み、器壁 の厚 さは、一定 してい る。焼成良好。

2

口径 12 3Cm。 器 高 4 2cm。 天 丼 部 は 丸 く盛 り上 が る。 口径 端 部 は鋭 い 。 胎 上 は砂 粒 を 多

く含 む 。 焼 成 は不 良 で 灰 白 色 を呈 す 。 左 ま わ りの ヘ ラ.削 り を器 表 の %強 に 、 そ の 他 は

内 外 面 に構 ナ デ ・ ナ デ ″行 な う ^

3
口径 12 5Cm。  器高 3 5Cm。 焼成良好。 ‐ ラ肖」り1よ 器表 の%]]|こ そ子な う。 ´ヽ ラ方 向 1よ 左 ま

わ りであ るハ

口径 12 5Cn。  器 高 3 6cm。 天 丼 喜凸に ナヒして 日 縁 著トラD君手壁

`よ

平専し再。 器 表 タト百三に 自夕恭琴苗イ↓着 。

内 面 は未 親 魯 夕 畢 十 _ヘ ラ 首‖りは 界 寿 の イ 強 に 弁 支 あ りに行 を う _

5
口径 12 1cn。 器高 4 1Cm。 天丼部 は丸 く盛 り上 が り、ヘ ラ記号① が ある。天丼部 と体部
は欲 い稜線 で区分 され る^ヘ ラ肖‖りは芹 まわ りに行 な う^嫌成は不 畠で首 白符.″ 呈す ^

日径 12 4cm。 器高3_6cm。 胎土は大 きい砂粒 を含む。重ね焼 きのため内外面の色調が異
なる^‐ ラ削 りは器表の形に左 まわ りに行 なうぃ

7 口径 12 4cm^器 高 3 7Cmハ 器 表 の /強 に 左 ま わ りの ヘ ラ 肖Uり を行 な う ^

口径 12 3cm。 器 高 3.8Cm。 胎 土 は砂 粒 を 多 く含 み 、 赤 褐 色 を呈 す 。 口 縁 端 部 に杯 身 の 一

部 が 付 着 Iク て い る ^

口径 ■ .6Cm。 器 高 3 5Cm。 口 縁 部 は 肥 厚 し、 端 部 は鋭 く とが る。 天 丼 部 の 整 形 で あ る ヘ

ラ 肖‖りは行 な わ れ て い な い ^

口径 ■ .7Cm。 器高 3 7Cn。 体部 の器壁 は天丼部 に比 して薄 い。焼成 は良好 で器表外面 に

自然釉 が付着 してい る^ヘ ラ肖Uり は器表のχ弱 に左 まわ りに行 な う^

11 口径 ■ 7Cm^器 高 3.2Cm小 天 丼 部 は 整 形 を行 な っ て い な し

口径 11 8Cm。 器 高 3 1Cm。 天 丼 音卜と体 部 の 境 に◆屯い 稜 が 巡 る。 天 丼 部 は 無 整 形 で あ る。

峰 成 恵拝 で ム リ 内 外 而 と ギ】未 禍 待 歩 畢 ■

口径■Cm。 器高3_4Cm。 口縁端部のつ くりは鋭 く外方へ開 く。ヘラ削 りは器表の%に 左
まわ りに行 な う。胎土は小石 を含み、重ね焼 きのため、内外面の色調が異なる。
口径 9 9Cm。 器高 3 4Cm。 日径 は /Jヽ 型化 す る。天丼部 は整形 され てい ない。 その他 の内外
面 には構 ナデ・ナ デ を行 な う^

口径 10 5Cmハ 器 言 3 7Cm^零形 は 14と 同 じ で あ る ^

杯  身

口径 11 2Cm。  受苫L径 13.4Cm。  器高 4

く伸 び る。胎土 は砂粒 を多 く含 む。
に精 ナ デ タ行 を う_

Cm。 たちあが りは短か く内傾 し、受部は外方へ鈍
ヘラ削 りは左 まわ りに底部の%強 に、その内外面

17
口径 10.8cm。  受部径 13 3Cm。  器高3 7Cm。 器壁は全イ本的に薄しゝ。 たちあが りと受部の端
部は餅 どく、‐ ラ削 りは々 まわ りにイ〒をう
口径 10 7Cm^ 号部径 13 2Cm^ 器言8 4cm^器差 ,卜面 に術確れ,の 自然釉 がイ十著 1´ てい る^

口径 10 4Cm。 受部径 12 7Cm。 器高3 4Cm。 底部に整形はみられない。焼成不良で黄白色
を呈すハ底部は扁平である^

口径 10 6Cm。 受部径 13Cm。 器高3 6Cm。 たちあが りはやや長 く、直線的に内傾する。器
表に自然釉が付着 している^底部の/位にヘラ削 りを行なうハ
口径 10 4Cn。  受 音卜径 11.8Cm。  器 高 3 8cm。 器 表 に 緑 色 の 自然 釉 が か か り、 口 縁 吉Ьに杯 蓋

片 が イ十着 iク て い る ^

口径 10Cm。 受 部 径 12 4Cm。 器 高 3 6cm。 た ち あ が りは 内 傾 し た 後 、 上 方 に た ち あ が る。

廣 菩Ьの 大 半 に右 ま わ りの ヘ ラ 肖‖り を行 /4・ う ^

口径 9 5cm。 受部径 12 7Cm。  器高 4 Cm。  器表 内面 に 自然釉 が 4寸着 してい る。 ヘ ラ肖Vり は

右 まわ りである^

口径 9 7Cm。 受部径 12 1Cm。 器高 3_9Cm。 体部 と底部 の境 に接合痕 が残 る。底部 は無整形
であ る^胎土 は大 きな秒粒 を含 み、炸成不 農で灰 白仲.を 呈す ^

口径 10 5Cm。 受部径 12 7Cm。 器高3 8Cm。 底部はやや尖が り気味で、安定感 を欠 く。器
表外面の整形は自然釉が付着 しているため不明である^

口径 10 5Cm。  受部径 12 6Cm。  器高3 7cm。 器表タド面に緑色釉がイ寸着 して Vヽ る。 底部は扁
平 で 回 縁 菩【に 原 書 片 が 付 着 iク て い る _

口径 10 4cm。 受部径 13 1Cm。 器高 3 7Cm。 たちあが りは受部 に比 して厚 く、底部 は整形
されていない

^

口径 10 2Cm。 受吉卜径 12 1Cm。 器高 3 6cm。 たちあが りは内傾 したのち端 吉卜で直立する。外
面 の%に 左 まわ りのヘ ラ削 りを行 な う^

口径 10 2Cm。 受部径 12.3Cm。 器高 3 6cm。 たちあが りは直立 す る。底部 中央 が突出 して
い るぃ外面のヘ ラ削 りは行 なわれて いない^垂部 に等 片付着 ^

口径 11,OCm。  受 部 径 13 3Cm。  器 高 3 1Cm。 口径 に ナヒし て 器 高 イよ低 い 。 底 吉Lの 大 半 にメこま

あ りの ヘ ラ 肖‖り 舟行 な う _

口径 10 3cm。 受 部 径 12 8Cm。 器 高 3ユ cm^外面 に 自然 釉 が 付 着 して い る ハ

口径 11.6Cm。 受 部 径 12 9Cm。 器 高 3 1Cm。 た ち あ が り は 内 傾 す る。 底 部 は 突 出 して の こ

り、 ヘ ラ 肖Hり は行 を あ れ て い な い ^

口径 10 3Cm。 受部径 12 6cm。 器高 3 8cm。 全体 に壁器が薄 く、 たちあが りは内傾 して直
立 す るハ外面 に左 まわ りのヘ ラケズ リカ行 /4・ う^
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器

一

土

暴
器 形 見所

杯  身
口径9 9Cm。 受言卜径 12 2cm。  器高3 2cm。 たちあ力゙ りは肉厚であり短い。タト面にヘラケズ
リを行なう。
口径 11 0Cm。 受部径 12 8Cm。 器高 3 2cm。 たちあが りは短 か く直立 す る。外面 は 自然釉

付着 の ため に整形法 は不 明で ある。
口径 9 9Cm。 受 部 径 12 2Cm。 器 局 3 3Cm。 短 ャヽ た ち あ が り は 内 傾 し 、 直 立 す る。 外 面 は 自
2/t約 が 付 着 1´ て い る。

87 口径 10 1cm^ 登 菩Ь径 12 4cm^ 器 高 3 0Cm^外面 に 自 然 釉 が イ寸差 し て い る ^

口径 10 0Cm。  受部径 12 3cm。  器高 2 7Cm。 たちあが りはょ短 く″村傾 す る。 タト底面のヘ ラ肖I

り1よ 行 なわれ ていないハ重 ね焼の痕跡 があ る、

口径 10 0Cm。 受 部 径 11 9Cm。 器 高 3 5Cm。 器 壁 は 全 体 に 薄 く、 た ち あ が り は 内 傾 し た の

ち外 庁 i峡 に 不 ス́ で い る ^クト面 に 芹 主 あ りの ヘ ラ 営‖り ″行 /A・ う ^

口径 9 8Cm。 受部径 11 9Cm。 器高 2 6Cm。 たちあが りは肉厚 で短 く突 出す る。 ヘ ラ削 りは

行 なわれてい るハ

口径 9 5Cm。 受部径 ■ 3Cm。 器高 2 8Cm。 焼成不 良の ため赤桃色 を呈 す。外面 のヘ ラ削 り

は行 なわれ ていない、

口径 9 2Cm。 受 部 径 11 3cm。 器 高 3 8Cm。 内 面 中 央 の ナ デ と外 面 の ヘ ラ 削 り は行 な わ れ て

ぃ /.・ ぃ _峰 歳 不 由 で 苦 白 魯 ″ 旱 十 ^

口径 9 4Cm。 受音る径 10 9Cm。  器高 3 0Cm。受きるの たちあが り端音卜は厚 く九 い。 外面 のヘ ラ

削 りは行 なわれてい な く、中央 は突 出 してい る^

口径 8 2Cm。 受部径 10 0Cm。  器高 2 7Cm。 体・底言卜の器壁
`こ

ナヒして たちあが り
`よ

薄 しヽ。 タト

面のヘ ラ削 りはな く、中央 が突出 してい る_

回径 7 7Cm。 受吉Б径 9 7Cm。 高 さ2 1cm。 径・ 器高 とも/1ヽ 型イとしてヤヽ る。 外底 Tttに
い、ラ肖」り

がみ られ る _

有 蓋
言  灰

杯 部 回径 12 2Cm。 受 部 径 14 5Cm。 器 高 3 0Cm。 脚 音Б最 /1ヽ 径 3 3Cm。 杯 部 た ち あ が り は厚 く

箱 い ^脚 都 に 幅 0 4cm^の 2方 の ス カ シ が 赤 る ^内 面 に 1フ ぼ り 日 が み られ る ^

蓋

灰

鉦
小
言

杯部 口径 12 8Cm。 高さ4 3cm。 脚部径4 2Cm。 国縁端部 は上方へ丸 く仕 あげられている。外
面にヘラ削 りを行 なうハ

脚部径 4 1cm。 脚部 中段 に 2本 の 凹線帯 が あ り、上下 に2方 の スカ シが ある。スカ シ は 幅

0 6Cmの もの で に方 の もの は貫通 していないハ外面 にカキ ロの整形 が行 なわれているハ

脚吉Б最少径 2 6CmoBI「高 9 5Cm。 脚端径 10 5Cm。 脚 中段 子こ2本 の 凹線帯 があ り、」二下 にスカ

ンがあ る。 スカ ンはヘ ラで切 りこんだ もので、不定 間隔で 3方 にあ る。

In3音瞬融少径 2 4Cm。 脚高約 19 5Cm。  中段 1こ 2本 か らなる凹線〒 が あるが、 スカ シはみ ら

れ ない
^

杯部 口径 11 9Cm。 高 さ3 3Cm。 脚部最 少径 2 5cm。 杯 部 は 2本 の 凹線帯の装飾 をほ どこ

しているハ脚部 中段 に 2本 の 凹線帯 があ り、 卜下 に 2方 の スカ シをもつハ

脚部最少径 3 2Cm。 脚端径 14 8Cm。 脚高 13 0Cm。 脚部 中段 に2本の 凹線帯 があ り上下 2

方の スカ ンが あ る。下方 スカ ンの下 に も 1本 の 凹線 があ る.脚端部 は外 反 し端面 をもつ。

すり鉢
底音卜径 8 1Cm。 底言卜円オ反イま比較 的 うす く、 鉢音卜外面 |こ 2本 の四線帝 があ る。 底面 にらこま

わ りのヘ ラ削 りを行 な う。
,責 菩Ьイ手 9 2cm^,民 帝ほ円 板 の 厚 さ は l Cmで  中 卑 に 1〒 1.を 平)つ ^

器  台
脚部最 少径 10 0Cm。 脚部 外面 に 2本 か らなる四線帝 が 3帝 あ り、 3方 3段の スカ シが

あ る^脚下半部 にカキ ロ整形 をほ どこす ^

口径 12 0Cm。 回縁高 2 3Cm。 肩部 の張 った短頸の壷 であ る。外面 に平行 タタキ ロ、内面
1こ 同′と、円 タタキ ロが あ り、 汀同吉Бクト面 に円形 の浮文 がみ られ るハ

胴部最大径 17 1Cm。 台付長 頸壺 と考 え られ る。肩部 に 2本 の凹線 で区切 られ た文様帯
が あ り、 ク シ描 の列′点文 があ る

^

台付長 頸壷 であろ う。九 い底部 に外方へお、んばった高台がつ く、台部 に 2段 2方 の ス

カ シをもつ。

平  瓶 ロイ垂7 1Cm。 月同言卜婦老大イ垂13 8cm。

疎
胴部最大径 9 5Cm。 器高 6 7cm。 肩部 に 2本 の凹線 による文様〒 が あ る。底部 には 4方 の

手持 ちヘ ラケ ズ リが行 なわれてい る^

胴部最大径 9 2Cm。 胴部高6 5Cm。 肩部は高 く底部は扁平である。外面に 2本 の凹線帯が

あるが、この中の文様はない。胴部中央に径1 3Cmの 円孔がある。底部 に左 まわ りのへ

ラ削 りをイ予なう^

蓋
受部径 ■ lCm。 器高約 4 1cm。 高 い器体 に高 さ0 8Cm・ 幅 1 8Cmの 扁平 なつ まみがつ く。器

壁 は全体 1こ 薄 く、 各端吉るのつ く りほ鋭 ヤヽ
^

口径 9 2cm。 受部径 11 6Cm。  器高2 9Cm。 低 い器イ本に高 さ l Cmの 九 しヽつ まみがつ く

高 杯
口径 11 lCm。  器高5Cm。 脚言Б高1 5Cm。 杯言卜1よ _ヒ方にタト娠こし、 端言Flま 九 くイ士JLげ る。 底音ト
に左 まわ りのヘラ削 りがほどこされる。

大  型

姦

口径 63 8Cm。 口 縁 郡 高 14cm。 日 縁 部 の 厚 さ 1 lCn。 大 き く外 反 し、 端 部 は上 方 に つ ま み

Lげ る ^外 面 に 3本 の 凹 線 帯 が あ り、 こ の 中 に あ ら い ハ ケ 日 //ほ ど こ す ^

小 型
姦

口径 22 3Cm。  国縁著トヨコナデ。月同吉隅クト面に平イ子タタキロの上にカキロをほどこす。 内
面同心円文 タタキがあるハ

打ヽ 型 口径 9 3cm。 最 大径 10 4cm。  器高4 8Cm。 日縁言卜は短 く少卜反 し、 _L端 音卜を平 に〕庁る。 内タト

面 ともほ とん ど整形 をイ予なっていないハ
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2-19窯跡出土遺物一覧表
器

号

土

番
器  形 見所

4/N 盗

口径 11 2cm。  器高4 4Cm。 天丼喜卜と体言卜を分 け る
'陵

線 は全 くな く丸 くつづ く。 内面 お よ

び体部外面 は ヨコナデ・ナデの整形 がみ られ るが、天丼部 のヘ ラ削 りはみ られ ない。
ヘ ラ記号 (2)が ある^

口径 12 0Cm。  器高 3 6Cm。 稜線 すよ全 く消失 してい る。 天丼著Ьに^、 ラ肖Jり がみ らオt(1)の ´ヽ

ラ記号 が あ る、焼成不 良 で黄 白色 を呈 す。

口径 10 7Cm。  器高 4 1Cn。 稜線 が な く、 天丼部 のヘ ラ肖可りは行 な ってヤヽない。 焼成 1ま 貢
白れの不 廊を 平】ので 胎 上に大 よな砂対 を含 む ^

口径 ■ 3Cn。 器 高 3 8Cm。 日 縁 郡 が 直 立 気 味 の もの で 天 丼 部 の 整 形 は行 な っ て い な ヽ

小 石 を含 み 炸 成 農好 で あ る ^

口径 ■ 2Cm。 器高 3 5Cm。 体言卜と天丼部 はわずか な角 で別 かれ る。平井部 の平担面 はヘ

ラ削 りが行 なわれ ていないハ (2)の ヘ ラ言己号 がみ られ る。

口径 11 5Cm。 器高 3 3Cm。 扁平 な天丼部 に丸 い体 言るがつ く。 日縁端部 は丸 く、整形 とし

てナデ・ ヨコナデ を行 な う。天丼部 のヘ ラ削 りは行 なわ ない。

口径 11 3Cm。  器高 3 5Cm。 天丼部 に右 まわ りのヘ ラ肖Uり があ り、 イ本音Б
`よ

短 か く,|き ととさ

れ た ギ】ので 添る^炸成 農好^天丼部 に(1)の ヘ ラ記号 あ り^

口径 ■ 2Cn。 器 高 3 4Cm。 天 丼 部 の 整 形 は な く、 中 央 が 若 干 突 出 す る。 口 縁 部 は 外 反 気

昧 で あ る ^

口径 11 0Cm^器 高 3 4cm^天丼 著Бの 整 形 子まな く、 (2)の ヘ ラ 言已号 あ り。

口径 10 8Cm。 器 高 3 4Cm。 天 丼 部 の 整 形 で あ る ヘ ラ 削 り は行 な わ れ て い な い 。 天 丼 部 に

`ユ

】ゐ ヘ ラ ヨ戸暑 が 永 ス

口径 10 8Cm。 器高3 8Cm。 天丼言卜の整形は行 なわれていない。天丼部中央 をはずれたと
ころに(1)の ヘラ記号がある^

口径 10 6Cm^器 盲 3 7Cm^天丼 部 の 整 形 は行 な わ れ て い な い ^口 縁 部 は 若 干 内 傾 す る ^

口径 10 9Cm。 器高 3 2Cm。 扁平 な天丼部 に九 い体部 がつ く。
いない。天丼部 に(1)の ヘ ラ冨己号 が あ る。 白色石少粒 を含 み、

炎 に よ り紫灰 色 を呈すハ

天丼部 の整 形 は行 なわれ て

焼成 は良好 で あるが、酸化

口径 10 6Cm.器 高 3 7Cm。 天 丼 部 の ヘ ラ 肖Uり は 行 な わ れ て い な ヤ

回イ子10 6cm^ 器恵8 6cm^天斗菩Kの いヽ ラ営‖りとよイ〒なあ″とていなし

口径 10 5Cm。 器高 3 1Cm。 天丼 部 のヘ ラ削 りは行 なわれていない。酸化 炎 に よ り暗赤褐

色 を呈 す る。
口径 10 8Cm。 器高3_OCm。 扁平 な天丼部の中央が突出する。天丼部 はヘラ削 りは、行 な
われていないハ(4)の ヘラ記号がある^

口径 10 5Cm^器 高3 1Cm^天丼部 のヘ ラ削 りはイ子なわれていないハ (4)の ヘ ラ言E号 あ り。

口径 10 7Cm。 器高2 9Cm。 天丼部のヘラ削 りはイ子なわれていない。天丼音卜から体音Бの不多
行点に不 自然な段 を有する。
口径 10 8cm。  器 高 3 1Cm。 扁 平 な 天 丼 言Ьか ら二資を も っ て 体 菩卜1こ う

ン,る 。 こ の 言Б分 に 弓耳ヤ

ヘ ラ 削 り様 の 痛 跡 が み ら れ る ^

口径 10 2Cm。 器 高 3 4cm。 天 丼 部 の 中 央 が 若 干 突 出 し、 整 形 は行 な わ れ て い な い 。 (2)の

ヘ ラ 言R号 が あ る ^

口 径 10 3cm^器 菖 3 3Cn^天丼 部 の 整 形 で あ る ヘ ラ 削 り は 行 な わ れ て い な ▼

口径 10 2Cm^器 高 3 3cm^天丼 部 の 率 形 で あ る ヘ ラ 削 りは 行 な わ れ て い な し

口径 9 9Cm。 器高 3 7Cm。 天丼部 か ら体部 の移行 点 は角 張 ってい る。広 い天丼部 には整形

のヘ ラ削 りは行 なわれていない
^

口径 9 9Cm。 器高 3 4cm。 天丼著卜か らIIttLへ 1よ 自然 に不多イ子す る。 天丼著卜に(2)の ヘ ラ記
=ン

が

み られ る
^

口径 10 0Cm。 器 高 3 1Cm。 天 丼 部 の 整 形 は行 な わ れ て い な ヽ

口 径 10 1cm^器恵 2 9cm^天4喜 Kの 啓 形 1ま 行 な あ /1_て い /4・ vヽ ^中 楽 に (2)の ´ヽ ラ 言R号が あ る ^

杯  身

口径10 8Cm。 受都径12 6Cm。 器高4 1cm。 本窯跡においては大型のもので、外面%に 左
まわりのヘラ削りが行なわれている。他はナデ・ヨコナデの整形を行なう。焼成は不
農で白行のものであるハ
口径 9 9Cm。 受言卜径 11 8cm。  器高 3 0cm。 日縁言Бは受吉【イ寸近 で大 き くタト反 し、 たちあが り

をつ くる。 各端部鋭 く仕上 げ られ ている。底部 のヘ ラ削 りは行 なわれていない。 その

他の面 には ヨコナデ・ ナデ を行 な うぃ

口径 9 9Cm。 受音る径 11.OCm。  器高 3 4Cn。 焼成 は良好 で あ るが、身雪干酸化 色 を呈 す る。 底
吉卜の整形 はないが、他 は ヨコナデ をイ子な う。

口径 9 8Cm。 受部径 12 1Cm。  器高 3 3Cm。 底言bに 比 して体吉巨ψり器壁 は非宇言1こ 護早く 2 mm天とら

ずで ある。受部 は厚 く、 たちあが りは蒔 い。胎上 に砂粒 を含 む。底部 の整形 はな く他
はナ デ・ ヨコナデ タ行 /4・ う^
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器

暑

土

抵
器 形 見所

杯  身
口径 9 3Cm。 受部径 11.2Cm。  器高 3 4Cm。 受部 は体吉Бの延長線上 1こ あ り、 端部 は九 い。 た

ちあが りは薄 く短 か いぅ底部 の整形 はな く、他 はナ デ・ ヨヨナ デの整形
^

口径 10 0Cm。 受 音卜径 11 6Cm。 器 高 3 0Cm。 体 音卜は平 ら な底 音卜か ら約 35その 角 度 で ま っ す ぐ

夕ヽ 卜
=片

`こ

笠つt7Nる ^ わ【吉巴に 昇耳ヤヽ ^、 ラ 肖‖り状 の 罪J呂亦ム リ ^

回 径 9 8cm^辱部 径 11_5cm^器 言 3 0cm^器 表 外 面 に 自 然 /HI付 着

口径 9 5Cm。 受音卜径 11.6Cm。  器高 2 9Cn。 底部 に整形 サまな く。 体吉卜
~Fttに

弱 いヘ ラ肖Jり が

左 まわ りに巡 るハ その外 の面 にナデ・ ヨコナ デ を行 な う^

口径 9 9Cm。 受部径 11.9Cm。 器高 3 1Cm。 器壁 の厚 さは口縁部 か ら底吉Бまでほぼ均 等 であ

るハ胎土 は砂粒 を多 く含 む、焼成 は良好 で青灰 色 を呈す る_

口径 9 6Cm。 受 部 径 10,8Cm。 器 高 2 7Cn。 器 壁 は 厚 い もの で 、 た ち あ が り も厚 い もの で あ

る _ 廣 喜ほιよ塔 形 痛 が な く  依 喜K′よ十 デ ・ ヨ ヨ ナ デ カ行 な う ^

口径 9 4cm。 受部径 11 5Cn。  器高2 9Cm。  胎■iは 砂粒 をて|み 、 焼成 1よ 工と愛Fで青灰色 を呈

す。内面にヘラ記号(2)が み られる。底部整形痕 はな く、他 にナデ・ ヨコナデをおこな

口径 9 3Cm^受部 径 ■ .2Cm^器 高 3 2Cmハ 受 部 は 薄 い ^器 表 外 面 は 釉 付 着 し、整 形 不 明 ハ

口径 9 8Cm_受部 径 11 8Cmぃ 器 高 3.3cmハ 外 面 自然 釉 付 着 の た め 整 形 不 明 瞬 ^

口径 9 1Cm。 受部径 ■ 7Cm。 器高 3 1Cm。 胎土 は砂粒 を多 く含 み。焼成良好 であ るが、灰

白色 を呈 す る。底部 の整形 は行 なわれ ていない。他 はナデ・ ヨヨナデ を行 な う。

復原 口径 9 9Cm。 復 原受部径 11 8Cm。 器高 2 6Cm。 胎
=LIこ

大 きい石 を含 み、焼成 は良好 で

灰色 を呈 す る。底部 の左 まわ りのヘ ラ削 りを行 な う。
口径 9 3Cm。 受部径 11 6cm。 器高2 9cm。 胎土は砂粒 を多 く含み焼成良好で青灰色 を呈す
る。底部の整形痕 はな くヘラ記号(1)がみ られる。
口径 9 1Cm。 受部径 11.lCm。 器高2 3Cm。 たちあが りの内傾度 は大 きく、受部 との比高差
ιよιニテ ス が な し、 藤 喜Кιこヘ ラ 言R暑 (lⅢ が 赤 ス

口径 8 8Cm。 受部径 10 8cm。  器高 8 5Cm。  焼成 は良好 で ある。 天丼吉卜に(2)の ヘ ラ言己号 が

あ るハ

口径 9 0Cm。 受部径 10 9Cm。 器高 2 7Cm。 体部 と口縁吉爵の内ケト面 に ヨコナ デが施 こされて
い る、他 は無整形 であ るハ

口径 9 4Cm。 受吉卜径 11 4Cm。  器高 3 8cm。 口縁吉焉1こ 杯 蓋の破 片が付着 して いる。 器表タト面
に釉 が付着 している

^

口径 8.6Cm^受音卜径 10 8Cm。  器 高 3 0Cmハ /1ヽ 型 化 し た 器 形 で あ る。

口径 9 2Cm。 受 音卜径 11 5Cm。  器 局 2 6Cm。 器 表 内 面 は青

'天

色 、 外 面 は 自房恭不由が 、 か か っ て

ヤヽ る ^ 虜 剤 に い、ラ 言R号 (1)が 原 る ^

回径 8 7Cm。 受音焉径 11 7Cm。  器高 2 8Cm。 底音焉の整形 はな く、 中央 が突 出 して い る。 た ち

あが りはこ著Ьにととして謹熟 つヽ くりで あ る^

口径 9 3Cm。 受菩卜径 10 5Cm。 器局2 6Cm。 たちあが りは短か く、 その先端 は受部 より低 �

胎土に砂粒 ど含む
^

杯 蓋
口径 8 6Cm。 受部径 10 5Cm。  器高 3 4Cm。 っ まみ径 1 2cm。 受部 のか え り子ま口縁端 言卜の

~下
方

へ突出す る.

口径 10 0Cm。  受吉卜径 12 0Cm。  器高 3 1cm。 っ まみ径 1 0Cm。 受剖
`の

力、え りは短 か く下方 1こ

垂直 にの び る。天丼部左 まわ りのヘ ラ削 りを行 ない、中央 につ まみがつ く。 焼成 良好
であ る。

口径 8 8Cm。 受 部 径 10 9Cm。 器 高 3 6cm。 っ ま み 径 1 2Cm。 丸 味 を帝 び た 天 丼 部 に つ ま み が

つ く^器 表 外 而 に 自然 釉 が か か り、重 ね 炸 の 痛 跡 が み 嵐れ る ^

回径 9 1Cm。 受 部 径 11 lCm。 器 高 3_lCm。 つ ま み 径 1 lCm。 口 縁 部 に 重 ね 焼 の 痕 跡 が あ る 。

胎 土 は 自拝 で あ る ^

123
口径 9 8cm。 受部径 ■ .6Cm。 器 高3 6cm。 っ まみ径 1 4Cm。 っ まみ は、やや扁平 な もので あ

るハ

口径 8 6cm。 受言卜径 10.8Cm。  器高3 6Cm。 ヤっまみ径 1 5cm。 器表外コ軍に界強が4∫房雪し整テ形サよ不
明である^

口径 8 4cm。 受著卜径 10.3cm。  器高 3 8Cm。 ヤっまみ径 1 4cm。 器形 子ま天丼吉ると体音卜ψう境 界 イまワ弓

瞭 で な く、弧形 である。器体 に対 してつ まみが大 きい
^

126 杯  身
口径 9 4Cm。 器高3 7Cm。 体音トイよ底者るか ら垂直にのび口縁著卜で若干外反 Iる 。 底音卜は丸 く
ほIF全面にヘラ削 りを行 なう。他の部分 はヨコナデ 。ナデのイ士上 げをイ予なう。
口径 10,7cm。 器 高 3 5Cm。 胎 土 に 白 色 の 砂 粒 を含 む 。 底 部 の ほ ぼ 全 面 に右 ま わ りの ヘ ラ

肖Hり を行 な う ^

口径 9 7Cm。 器高 3 4Cm。 胎上 に砂粒 を含 み、焼成 は不 良 で灰 白色 を呈 す る。底部全面 に

左 まわ りのヘ ラ削 りを行 な う^

口径 10 0Cm。 器高 3 0cm。 底部全面 にヘ ラ削 り、他 に ヨコナ デ を行 な う。重 ね焼 の痕 跡
がみ ら/Lる ^ 底菩Ьにヘ ラ芋苗きの文字 (利 )があ る^
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器

号

土

番 器 形 見所

蓋

杯

虹
全
島

杯言トロ径 10 1Cm。  同高 3 5cm。 脚吉Бイよ劉離 している。 平 た▼ヽ底部 に左 まわ りのヘ ラ肖Uり

を行 な う^

杯部 口径 10 5Cm。 同高 3 8cm。 脚部 に 2方 のスカ ンが あ る。体部 には 2段 の稜 線が あ り、

日縁部 は端部 で外方 に開 く。

杯 吉トロ径 12 1Cm。 同 高 4 0cm。 脚 部 は剖 離 して い る が 2方 に ス カ シ を もつ もの で あ る。

杯 菩Kは 務 の /x・ い I)の で あ る ^

杯吉卜回径 10 3Cm。  同高 4 0cm。 器高 10,3cm。  脚端径 9 1Cm。 脚言トーー本 の凹線 が あ り、 この

上下 にヘ ラで切 り裂 いた 2方 の スカ シが ある。杯部 の体底部 の境 に退化 した凹線 をも

つハ底部 に左 まわ りのヘ ラ削 り
^

杯部 口径 8 9Cmハ 同高 8 5Cm。 器高 6 1Cm。 脚方需雀ヨ6 8cm。 脚吉卜の /Jヽ 型化 した ものである。

杯部 回径

底部付近

8Cm。 同高3 5Cm。 器高6 5cm。 脚端径 8 6cm。 杯吉卜は九 く全 く稜がな▼ヽもので、
ヘラ削 りを行なう。脚部 は大 きく外方に開 く。焼成は不良で駿化色々4

林 菩K口 得 0_7cm^同 言 3 3cm^器喜 5 2Cm^脚 端 径 6 1Cm^脚部 は低 い 台 状 の もの で あ る

杯部 口径 12 2Cm。 同高3 4Cm。 器高5 6cm。 脚端径7 6Cm。 焼成は良好であり、灰色 を呈す

る。底部 にヘラ削 りがあり、141の ヘラ記号がある。

球
口径 14 4cm。  日縁吉卜高 3 9Cm。敵 の 回縁菩卜とテ争え られ る。 ラ(き �ヽ 口縁音Бで、 顎音卜との境

に凹線 に よる稜 が ある。 口縁部外面 に縦方向の ク ンに よる装飾文 があ る。____― ―
口径 10 5Cm^ 口縁吉h高 3 0cm。 外面 :冬顧iに ハ ケに よる調整 が ある

体部最 大径 8 9Cm。 体部 高 6 6cm。 日縁部 を欠失 す る もの であ る。底部 に左 まわ りのヘ ラ

肖‖り″行 な う^肩部 に弱 い凹繰状 の段 を有 す る^

体部最大径 8 2Cm。 体部高5 5Cm。 器高12 9Cm。 口径9 2cm。 肩部に 2本 の凹線があ り、頸

部に 2本 の凹線支がある^

体部最大径 9 9Cm。 体部高5 6Cm。 脚台付の球 である。肩部 に 2本 の凹線帯があり、この

中にクシ才苗列点文 による装飾 を施 こす。 底吉卜
`こ

ヘラ肖Jり を行 なう。

体部最大径 10 1Cm。 体部高5 6Cm。 脚台付の取である。底部に左 まわ りのヘラ削 りを行

なう。
短 頸 帯 体部最大径 13.2Cm。  日径 7 0Cm。 肩吉卜に(1カ ヘ ラ

「
E号があ る

体部最 大径 12 8Cm。  日径 7 7cm。 器高 9 9Cm。 底部 1こ 手持 ちのヘ ラ肖」りを行 な う。 イ也
`よ

ヨ

コナ デの什
「

げ を行 な う^釉がつ き焼 けひずみがあ るハ

体部最大径 14 3Cm。 日径 7 3cm。 底部 に左 まわ りのヘ ラ削 りを行 な う。体部最大径付近

に一 条の細 いヘ ラに よる線 が巡 る。

田

部

〓霊
噸

口径 14_9Cm。  口縁言卜高7 0cm。 頸菩トタト面に身]い ヘラによる考斗をえ文がみらオtる 。 イ本音卜内面

1こ 同心円文が残 る。
口径7 5cm。 口頸高■ 9Cm。 細 く長い頸部に口縁部が外反するものである。全面ヨヨナ

デにより仕上げている。下方内面にシボリロが残る。台付長頸壺であるとを準
口径 9 8cm。 口頸高 10,7Cm。 高 さに比 して太 い もので ある。 口縁部 は外反 し九 く終 る。

台付長 頸壺 の もの と考 え られ る。

口径 7 5Cm。 口頸高 7 6Cm。 小型 の もの で、 口縁部下 に 2本 の弱 い凹線 が ある。全 由 ヨ

ナデ仕 hげ であ り、下方 内面 に シボ リロが残 る。 台付長 頸壺 の もの と考 え られ る。

脚  台
脚高 7 0Cm。 脚端径 11.4Cm。 各稜 は丸 く痕 跡的 であ る。 スカ シは 3方 に開 くもので間隔

は不規則 であ るハ 台付長 頸壺 の もの と考 え られ る。

脚高4 0cm。 脚端径 12.lCm。  2方 に開 くスカシをもつ もの と考 えられ、稜 11な く丸 く仕

上げられてとヽ る。台付長頸壺の もの と考 えられる。 ____一 一一――

甕
口径 21,7Cm。  日縁吉Б高 2 8Cm。 端言トイよ月巴厚 し丸 い。 月同言卜

`よ

外面≦平イ子タタキ ロ 。肉顧〒同′い

円文仕上 げで、外面 にカキ ロがみ られ る。

口径 30.5Cm。 日 縁 端 部 は 四 角 い もの で 面 を もつ 。 口 縁 外 面 の 中 央 に 2本 の 凹 線 が 巡 り、

こ の 卜下 に 渡 状 支 が あ る ^

口径 54 2cm。  口縁部高 13 3Cm。  日縁端吉卜は九 ラゝイ±■ュげであ り、 外面 |こ 凹緑文 が あ り、

2帯 の波状文帯 が あ り、下方 は ヨコナデの上 をカキ ロで仕上 げ る。胴部接合 面 で主」離

してい る^

蓋

口径 7 2Cm。 受部径 9 1Cm。 器高 3 0Cm。 っ まみイ垂1 0Cm。 全体 に薄 い良好 な作 りであ り、乳

房状 のつ まみ をつ ける。天丼部 に左 まわ りのヘ ラ削 りを行 ない中心 をはずれて(5)の へ

ラ記号 をもつ。
口径■ 7Cm。 受部径 13 6Cm。 器高3 7cm。 っ まみ径 2 1Cm。 大型の蓋であり、扁平なつ ま

み″つけるギ)の である^

日径 12 5Cm。 受部径 14 5Cm。 器高 3 4cm。 っ まみ径 2 0Cm。 大型の蓋 で扁平 なつ まみ をも

つ もの であ る^壁部 のか え りは弱 い。

口径 12 1Cm。 受部径 14 2cm。 器高3 0Cm。 っまみ径 2 5Cm。 っ まみの高さは0 3cmの 薄�

もので中央が凹状になる。天丼部に左 まわ りのヘラケズ リを行 なう。

鉢
口径 13.9Cm。 泰高 4 6Cm。 底部 か らつづ く体部 は器壁 の薄 い良好 な作 りである。 口縁部

は ヨコナデ・ 廣菩K内 面 チデ ,外而ヘ ラ肖‖り″行 な う^日 縁 端部 は丸」く仕上 げ る。
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器

暑

土

承
器  形 見所

鉢

口径 15 0cm。 最大径 16 0cm。 器高 6 1cm。 底部 か ら外反す る体部 は口縁部 で内傾 す る。

全体 に薄 いつ くりで ヨコナデ・ナデの仕 _Lげ を行 な う。底部 は左 まわ りのヘ ラケ ズ リ

を4子 な う。

薄
幅 13 0cn。 早 さ3 5cm。 燃成 は須恵質 になった良好 な もので あ る。表裏 は不定方 向の平

行 タタキロがあ る。側面左十貝Jは タタキ ロで他 はヘ ラで切 った痕 が残 る。

鴨 13 6cm。 厚 さ4 3cm。 燃成 はイヽ良 で貢 自色 を三 す る。外面 に斜位 の半行 タタキロが あ

り、一部 には同′じヽ円文 タタキ ロ もみ られ るハ他 に もう1-点 同撲 の ものがと上 してい るハ

す り鉢
底喜Ь径 8 8cm。 厚 さ1 lcm。 底部 に斜 め方 向の孔 か 4箇所 み られ る。底吉印よあ らい手持 ち
のヘ ラケ ズ リを行 ない、他 は ヨコナデの仕上 げ を行 な う。

底 部 径 9 2cm。 厚 さ 1 3cm。 底 部 面 に /1、 さ な 刺 突 痕 が 分 くみ ら れ る。

底部径 ■ 3cm。 厚 さ1 8cm。 底部円板 は明際 な整形痕 が な く、中央 に 1イ国とその外周 に 5

組 のコJが あ る^体部 外面 はカキ ロの仕 卜を行 ない、内面 は ヨコナデの仕 rげ であ る^

犯  手 手 等 の 把 手 の 剣 離 し た もの で あ るハ 全 体 に 作 りは 引 い もの で あ る ^

手 控
ね土器

口径 約 4 3cm。 器高約 3 0cm。 ミニ ュチアの手づ くりの もので あ る。燃成不 良 で黄 白色 を

呈す る。

円面 硯 口径 13 7cm。 海 の 部 分 は 幅 約 1 2cmの 小 型 の もの で あ り、 下 部 構 造 は不 明 で あ る。

回径 14 3cm。 器高約 4 8cm。 円面 の海 の部分 と脚 を残 す もの で あ り、復原 の結果 4脚の

ギJの と考 え ら/1る ^ 脚 は下端 が外屈● るギ)の でヘ ラ肖‖りに よ リイ■ 卜|ギ 先″tて いる^

2-19-2窯跡出土遺物一覧表
土 器

器 形 見所

杯  身

口径 ■ 3cm。 器高 3 4cm。平 たい底部 に外反す る体部 をもつ もの で薄 く仕上 げ られ てい

る。底部 の整形 は行 なわれていない。他 は ヨコナデ・ ナデの仕上 げ。焼成やや悪 く灰
白魯 歩峯十 ス

172
口径 11 2cm。 器高 3 2cm。 底部 に比 して体部壁 は薄 い。底部 の整形 な く裏面 か らみて左

まわ りに粘土組 の接 き目が残 るハ灰 白■ を呈 す るハ

口径 ■ 9cm。 器 高 4 1cm。 燃 成 不 良 で 黄 角 を呈 す る ^整 形 不 明 ^

回径 12 2cm。 器 高 3 7cm。 底 部 と体 部 の 境 は 丸 い 。 燃 成 不 良 で 責 色 を呈 す る 。

口径 11,7cm。 器高3 6cm。 底部に整形な く、他 はヨヨナデ・ナデのイ士上げをイ子なう。裏
面からみて左 まわ りの粘土組の接 き目痕がある。燃成はやや不良で灰色 を呈する。
口径 12.8cm^ 器高8_7cm^押 とで 貢 色 を呈 し、 整 形 不 明

口 12 6cmハ 3 7cm^ 良 で黄色 を呈 す る。整形不 明
口径 10.Ocm。 10.Ocm。 器高3 5cm。 3 7cm。 ほぼ同 じ大 きさの器形 を重 ね燃 いた もので

あ るハ他 に 4枚の重 ね焼例 も知 られ るハ

口径 15.Ocm。 器高 4 0cm。 底部 か ら体部へ の境 は角 が あ り、直線的 に外上方 にのび る。
燃成不 良 で赤褐 色 を呈 す る。

蓋

受部径 16 0cm。 器高 3 7cm。 つ まみ径 2 7cm。 内面 に受部 か え りを もつ もので、扁平 で中

央 の突 出 したつ まみ を もつ。天丼部 に左 まわ りのヘ ラ削 りを行 な う。燃成不 良 で黄褐
待 を呈す る^

受音焉径 16 8cm。  器高 3 0cm。 つ まみ径 2 5cm。  天丼言卜は扁平 であ り、 左 まわ りのヘ ラ肖J

りを行 な うハ登部 のか え りは小 さ く痛 か い ものであ るハ

182
受吉躊径 15 0cm。 器 高 2_3cm。 つ まみ径 2 8cm。 扁平 な器形 であ り、受言h内面 のか え りは

消失 し、端音hを 下方 へ ま1ず るもの であ る^天丼部 に左 まわ りの‐ ラ削 りをそ子な う^

183
受部径 19 0cm。 器 高3 7cm。 つ まみ径 3 1cm。 受吉Ьは端吉卜を折 りか え した ものであ る。
天丼部 に左 まわ りのヘ ラ削 りをそ子な う。

盤
口径 18,9cm器高 3 4cm。 高台径 10 1cm。 高 さ2 6Cmの 器体部 に0 8ё mの 高 台がつ くもの

であ る。

185
口径 18.7cm。  器 高 4 1cm。 高 台 径 13 4cm。  底 言卜左 ま

'つ

りの ヘ ラ 肖Uり を行 な やヽ 、 イ也 は ヨ コ

ナ デ ・ ナ デ の 仕 卜を行 な うハ

186
口径 17.5cm。 器高4 9cm。  高台径■ 9Cm。 (復原数値 )体郡下半から底部にかけて左 ま
わ りのヘラ肖Jり を行なうぃ

杯
口径 17 4cm。 器高7 5cm。 高台径 12 3cn。 高台のついた平 らな底部から直線的に口縁部

`こ

つづ く^

188
鸞財

上  器

受部径 27.9cm。 器高4 9cm。 つまみ径 5 4cm。 つ まみ高 1 4cm。 大型の蓋形土器である。
口縁端部はヨコナデ、天丼部は左 まわ りのヘラ削 りをそ子なう。
口径 25 9cm。 体部最 大径 27 4cm。 底部径 21,3cn(復 原数値 )。 器 高 23,7cm。 底部 は左 まわ

りのヘ ラ削 りを行 な うハ体都 中央 に 2本 の弱 い凹繰支 が 添る^燃 茂不 蔦で軟暫 であ る^
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13          14cn       lo          ll

径                         口

(+印 2-19窯跡 ●印2-24案跡)

第20図 杯 における大 きさの比較

明瞭に分層することができなかったが、一部窯体および焚口の灰層において分層すること

ができた。これらをみると、杯蓋では第13図 6。 9が 第 2号窯にともなうものであり、同m
,14・ 15が第 1号窯にともなうものである。杯 身で は同図 29。 31・ 38が 第 2号窯、同41

。42・ 44。 45が第 1号窯にともなうものである。これらの資料 をみると口径の大 きいもの

から小 さいものへ変化 していることがわかる。 しか し、この間に灰原などの出土資料 を埋

めると、明瞭な一線を引 くことはできない。このことから、 2-24窯の 2重構造はVJr絶 し

たものではな く、第 2号窯の壊れたものを第 1号窯 として修築 し、継続 して使用 したもの

と考 えることができる。

その他の遺物 として各窯 とも陶磁器 と宋銭が出上 している。この付近の現在に致 る水田

開発の時期 をうかがうことができる。

第21図 中 世 遺 物
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2-24窯

2-19窯

‐０
　
　
跡
　
跡

ヘラ記号文および文字拓本
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めとまV

桜井谷窯跡群 は豊中市遺跡分布図に26イ固所の上器散布地 として記録 されているが、現在

でも未確認地において窯跡の発見されることや、未記録のまま消滅 したものが多数である

ことなどを考慮すれば、この数 より倍 ぐらいの数があったものと考 えられる。 しかし、こ

れらの中で正式な発掘調査が行なわれて記録に残されているものは数例であり、その他は

丘陵部の開発により消滅 し、現在数個所の上器散布地が残 されているにすぎない。このよ

うに桜井谷窯跡群は群の構成など細部の検討が全 く行なわれないままに消滅 したものであ

るが、今後は残る数個所の窯跡の保存や資料の収集に努力することが重要 な課題 とされよう。

今回の調査のまとめ としては、数少ない調査例 によって明 らかになった窯の立地点およ

びこれらの構築法などの問題 に触れておきたい。

桜井谷は千里川の形成する段丘が比較的発達 した所であり、窯はこれらの段丘斜面や千

里川に流れこむ小さな川が形成 した谷の斜面に構築 される場合が多い。今回の発掘調査例

も段丘斜面にあり、ともに夫婦池から流れ出る支谷の出口に相対 し、主谷に面 して構築 さ

れている。

2-19窯跡は支谷出回の南側にあり、斜面はこの部分が円形に凸出したような場所 となり、

凸出部中央の斜面に直交 して築かれている。一方、 2-24窯跡は支谷出口の北側 にあり、

斜面は幅広 く凸出 した形 となり、この中央に斜面に直交 して構築 されている。両者の窯の

斜面角度は異なっており、上下平担面間の比高にも差があり、地形が異なっている。 しか

し両者に通 じてみられることは斜面凸出部の中央に、斜面に直交 して構築 されているとい

うことであろう。すなわち窯 を中心 として地形 を概観すれば、等高線は左右対称に山側に

ゆるく入 りこむ形 をとっている。同様な例 は 2-2・ 2-10。 2-18。 2-23窯跡などで
※ 3

も確認されている。

窯体の構築法においても調査例が少な く、群内の状態は不明である。先年調査 した2-

18窯跡は残存 した天丼部から地山を掘 り抜いた地下式構造 をもつ ものであることが明らか

にされた。 2-19-2窯 跡は保存状態が悪 く、構築法については言及できない。 2-19。

2-24窯跡については、断面の観察や壁の状態などから地山の掘 りこみに天丼部 を架設 し

た半地下式の構造 を有するものと考 えられた。窯体部下半の側壁は、すべて地山が下地 と

なり、この上にスサ入 り粘上が貼 られ還元層 となっている。

天丼部の架設については、この下地 となる骨組みが必要であるが、 2-24・ 2-19窯で
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はこれにあたると考えられる窯壁内の炭化木を検出 している。今回の調査では保存 との関

係で窯体部の調査は細か く実施 していないが、骨組みなど構築法については、保存状態の

良い窯の細かい解体作業 を実施する必要がある。

2-24窯跡の調査では、良好な状態で前庭部 を検出 した。この前庭部は斜面に掘 りこま

れたもので、面積 は約47m2位 の比較 的狭 い部分で、両側 は凹地、前方は斜面 となる。 2

-19窯跡では現在の水路で前庭部が切断されていたが、地形からみると同程度の面積であ

ると考 えられる。前庭部は土器焼成のためには履 も重要 な作業場であると考 えられるが、

両者に見 られるものは比較的狭い部分である。斜面下には平担面があるが、これらにみ ら

れる前庭部は中腹に作 られている。 このような位置での窯入れや窯出 し、焼成に必要 な薪

の運搬などの作業は、すべて斜面の上下運動 という形態 をとることになる。このような作

業形態においても窯体が中腹以上 に築かれていることから、斜面の中での窯体の位置決定

は作業形態 より窯の機能 という面に重点が置かれていたことがわかる。言いかえれば窯体

は上方煙道部の位置から決定されたもの とも考えられる。

一方、前庭部下方に展開する灰原については、前庭部が中腹に作 られていることが好条

件であろう。すなわち土器焼成にともなって生 じる灰の掻 き出しは、前庭部 を越せば自然

に下方に流れ落ちることになる。灰原の分布は、自然な流れとして前庭部から扇形に広が

るもの と考 えられる。窯体が斜面に直交 して築かれている 2-19お よび 2-24窯跡では窯

体の主軸 と灰原の主軸は同一のもの と考 えられる。 しか し、今回の調査では両窯 ともこれ

とは異なり、 2-19窯跡ではすべて灰が右側斜面に広がっていた。 2-24窯跡では右側 と

左側に分布 し、右側に多 くみられた。これらの結果から灰の掻 き出 し作業は前庭部から何

らかの道具の使用により左右に出すことが多かったのではないかと考 えられる。

以上今回の調査により感 じた若千の問題′点を列記 してみたが、桜井谷窯跡群の調査例の

少ないことはこれらを結論づけることに大 きな障害 となる。また窯体の立地点などについ

ては陶邑古窯跡群中にはこれらに該当 しない地形上の ものが多 くあるように見受けられ、

今後、立地′点の微地形についての観察 も重要な課題 とされよう。

※1 藤澤一夫氏「古墳文化とその遺跡」 (F豊中市史』第1巻、昭和36年 )

※2 中村浩氏「須恵器窯での他器種の焼成」 (『陶邑 I』 大阪府文化財調査報告書第

28韓、昭和51年、大阪府教育委員会)

※3 豊中市教育委員会 F下村町池窯跡』昭和49年 ・豊中市教育委員会『桜井谷窯跡群
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